
 

 

 

１．探究のスパイラル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．実際の活動の流れ  

phase①では，職場体験先である道の駅に調査

に来ていたア県立広島大学の学生から，布野にあ

る地域資源を使って，布野の地域を盛り上げる活

動を中学生とともにしたいと依頼を受けた。 

phase②では，その依頼を受け，地域を盛り上げ

るためにどのようなことができるのかを考える

ためクラス内で協議を行った。生徒たちは，地域

の特色を調べる必要があると考え，布野町まちづ

くり連合会に取材にいくことが決まった。 

phase③では，イ布野ふるさと祭りにスタッフと

して参加して地域の様子を調べたり，ウ布野町ま

ちづくり連合会の二本木さんや三次地域森林組

合の宮本さんに取材し，布野にある資源やその資

源の活用方法について話を聞いたりした。その

後，「布野の人たちが元気になってくれることが

一番うれしい」という地域の思いを聞き，さらな

るアイデアを練った。 

phase④では，エ来年度の活動方針を決定した。

三次地域森林組合から聞いた竹の処理に困って

いるという話と，布野ふるさと祭りで，設置して

いたおもちゃで遊んでいるときの子供たちの笑

顔溢れる様子を関連付け，「竹を使った遊具を開

発し，ふるさと祭りで小さい子が遊べるブースを

出店する」という目標を決定した。竹を使った遊

具には，ストラックアウトや輪投げ台を作っては

どうかというアイデアを出している。 

３．活動の様子 

 

                

４．成果と課題 

成果として，地域の方（二本木さん，宮本さん）

への取材を通して，地域の大人の思いや考えに直

に触れることができたこと。教わった地域資源を

もとに，地域を盛り上げる活動について考えるこ

とを通して，布野の良さを改めて認識することが

できたことがあげられる。 

課題として，指導者側の見通しが甘かった点が

あげられる。具体的には，どのタイミングで生徒

と地域の方を合わせるのかといった活動の流れ

や，次の活動に繋げるためには生徒がどんな情報

を得てくればよいのかという質問内容について

の吟味が不十分であった。予想される生徒の反応

を深く考えて指導計画を立案する必要がある。ま

た，多様な考えを出すために基盤となる学級組織

づくりも日常的に取り組んでいく必要がある。 
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（日時）１２月中旬 

（相手・場所・方法）広島県立大学の学生に，布野中学校に来てもらい，アイデアをプレゼンする。 

（条件）準備に使える時間 １９時間 

 
phase② 成果の発表について事前に詳しく示される。 

・広島県立大学の学生にアイデアを提案して意見をしてもらう。 

・イベントの実現に向けて，準備や地域の方々に必要となる協力を依頼する。 

・布野の地域の課題に目をむけ，中学生の自分たちに何ができるのかを考えたり，自分自身は将来

布野とどのように関わっていくかを考えたりする。 

 
phase④ 成果の発表と探究活動全体を俯瞰した振り返りを行う。 

 

phase③ 成果の発表に向けて，自分たちで学習を調整しながら粘り強く 

取り組んでいく。 

① 地域の方の布野に対する思いを聞く。 

② 布野を知らない人に布野を知って貰うためにはどんな活動が効果的か考える。 

③ 考えたアイデアを実現するために必要な情報を集める。 

  ・参考に出来る過去の事例や他の市町村の事例を調べる。 

・布野にある資源や魅力を調べる。 

  ・活動に協力してくれる地域の人を探す。 

④ 試作品を作って改善点を見付け，本当に改善されているかを確認する。 

 ・広島県立大学の学生から，布野を盛り上げるためのイベントをゆめランド布野(道の駅)で行い

たいので，地元の中学生に協力して欲しいという依頼を受ける。 

 
phase① 現実の文脈に沿った課題と出会う。 


